
(57)【要約】

【課題】　開腹部の範囲や隣接臓器の配置などに制限が

あっても、目的の臓器の超音波画像を広範囲に亘って取

得できる超音波プローブを提供する。

【解決手段】　複数の超音波振動子を有する振動子部２

と、振動子部２を被検体内に挿入して遠隔操作するとき

に検者に保持される保持部４と、検者により回動操作さ

れる操作部６と、操作部６の回動を歯車５１に伝達する

ジョイント部５２と、歯車５１と係合する振動子部２に

形成された歯車２２とを備える。検者が操作部６を軸Ｏ

２周りに回動させると、ジョイント部５２を介して歯車

５１が軸Ｏ３周りに回動され、それと係合する歯車２２

が軸Ｏ１周りに回動されて振動子部２が回動される。回

動軸Ｏ１は、振動子部２の複数の超音波振動子の配列面

に直交している。それにより、振動子部２による超音波

スキャンの方向が変更される。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 有 す る 振 動 子 部 と 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 の 受 信 結 果 に 基 づ い て 被 検 体 の 超 音 波 断 層 像 を 形 成 す る 超 音 波 診 断 装
置 本 体 と 前 記 超 音 波 振 動 子 と を 接 続 す る 接 続 線 と 、
　 一 端 が 前 記 振 動 子 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 振 動 子 部 を 被 検 体 内 に 挿 入 し て 検 査 を 行 う と
き に 検 者 に よ り 保 持 さ れ る 保 持 手 段 と 、
　 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 配 列 面 に 直 交 す る 回 動 軸 周 り に 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 前
記 保 持 手 段 に 対 し て 回 動 さ せ る 回 動 機 構 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 動 機 構 に よ っ て 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 回 動 さ せ る た め に 回 動 操 作 さ れ る 操 作
手 段 を 更 に 備 え 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 は 、 前 記 操 作 手 段 の 回 動 軸 と は 異 な る 方 向 と さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 に 対 す る 角 度 方 向 を 変 更 可 能 に 前 記 振
動 子 部 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ
ー ブ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 振 動 子 部 に 対 し 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 保 持 手 段 は 、 長 手 方 向 に 沿 う 中 空 部 を 有 す る 形 状 で あ り 、
　 前 記 接 続 線 は 、 前 記 保 持 手 段 の 前 記 中 空 部 を 案 内 さ れ て 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 に 接 続
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 プ ロ
ー ブ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 一 端 が 前 記 振 動 子 部 に 対 し て 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 長
手 方 向 に 沿 う 中 空 部 を 有 す る 形 状 で あ り 、
　 前 記 操 作 手 段 は 、
　 前 記 保 持 手 段 の 前 記 中 空 部 を 案 内 さ れ た 軸 部 と 、
　 当 該 軸 部 の 一 端 に か つ 前 記 保 持 手 段 の 他 端 を 越 え た 位 置 に 設 け ら れ 、 検 者 に よ り 回 動 操
作 さ れ る 操 作 部 と を 備 え 、
　 前 記 回 動 機 構 は 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 を 中 心 に 前 記 振 動 子 部 に 形 成 さ れ た 第 １ の 歯 車 と 、
　 前 記 第 １ の 歯 車 と 係 合 さ れ た 第 ２ の 歯 車 と 、
　 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 他 端 と 前 記 第 ２ の 歯 車 と を 連 結 し 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部
の 回 動 を 前 記 第 ２ の 歯 車 に 伝 達 す る ジ ョ イ ン ト 部 と を 備 え て い る 、
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ジ ョ イ ン ト 部 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 前 記 他 端 と 前 記 第 ２ の 歯 車 と を ユ ニ バ
ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 で 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 操 作 手 段 は 、 軸 部 と 、 当 該 軸 部 の 一 端 に 設 け ら れ て 検 者 に よ り 回 動 操 作 さ れ る 操 作
部 と を 備 え 、
　 前 記 回 動 機 構 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 他 端 と 前 記 振 動 子 部 と を 連 結 し 、 前 記 操 作
手 段 の 前 記 軸 部 の 回 動 を 前 記 振 動 子 部 に 伝 達 す る 回 動 伝 達 機 構 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 回 動 伝 達 機 構 部 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 前 記 他 端 と 前 記 振 動 子 部 と を ユ ニ バ
ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 で 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 回 動 伝 達 機 構 部 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 回 動 に 応 じ て 前 記 振 動 子 部 を 前 記 超
音 波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 の 方 向 に 移 動 さ せ る ネ ジ 機 構 部 を 備 え 、
　 前 記 操 作 手 段 を 所 定 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 保 持 手 段 、 前 記 操 作 手 段 及 び 前
記 回 動 伝 達 機 構 部 を 前 記 振 動 子 部 か ら 取 り 外 し 可 能 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記
載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 回 動 機 構 に よ り 回 動 さ れ た 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 回 動 状 態 を 表 示 す る 表 示 手 段
を 更 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し 請 求 項 １ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超
音 波 プ ロ ー ブ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 体 の 超 音 波 断 層 像 を 取 得 す る た め に 被 検 体 内 に 挿 入 さ れ て 使 用 さ れ る 超
音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ （ 超 音 波 探 触 子 ） は 、 従 来 か ら 各 種 の 手 術 に 利 用 さ れ て い る 。 例 え ば 、
超 音 波 プ ロ ー ブ を 被 検 体 内 に 挿 入 し 臓 器 に 接 触 さ せ て 得 た エ コ ー 信 号 か ら 超 音 波 断 層 像 を
形 成 し 、 当 該 臓 器 の モ ニ タ リ ン グ を 行 う な ど の 使 用 法 が 典 型 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ を 用 い た 手 術 で は 、 術 者 等 の 検 者 が 超 音 波 プ ロ ー ブ を 直 接 手 に 保 持 し て
取 り 扱 う こ と も あ る が 、 開 腹 部 が 狭 く 手 を 挿 入 で き な い 場 合 や 、 隣 接 す る 臓 器 に 手 を 触 れ
て 影 響 を 与 え た く な い 場 合 な ど に は 、 超 音 波 振 動 子 を 備 え る 振 動 子 部 か ら 延 設 さ れ た 例 え
ば 棒 状 の 保 持 部 を 備 え た 超 音 波 プ ロ ー ブ が 使 用 さ れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ は 、 そ の よ う な 保 持 部 （ 把 持 部 ） を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 一 例 を 開 示 し て
い る 。 当 該 文 献 に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 超 音 波 振 動 子 が 収 納 さ れ た 振 動 子 部 と 、 こ の
振 動 子 部 に 接 続 さ れ 操 作 者 が 把 持 し て 振 動 子 部 を 操 作 し 所 定 の 診 断 を 行 う た め の 把 持 部 と
を 備 え 、 把 持 部 と 振 動 子 部 と が 着 脱 自 在 に 構 成 さ れ て い る 。 更 に 、 振 動 子 部 及 び 把 持 部 が
各 々 複 数 種 類 用 意 さ れ て お り 、 診 断 目 的 、 用 途 に 応 じ て そ れ ぞ れ 交 換 可 能 に 構 成 さ れ て い
る 。 な お 、 把 持 部 の オ プ シ ョ ン と し て は 、 棒 状 、 ク ラ ン ク 形 状 、 屈 曲 形 状 の も の が 記 載 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 １ ０ は 、 従 来 の 保 持 部 付 き 超 音 波 プ ロ ー ブ の 一 構 成 例 を 示 し て い る 。 同 図 に 示 す 超 音
波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ は 、 そ の ケ ー ブ ル １ ０ ２ を 介 し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ に 接 続 さ れ
て い る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ は 、 振 動 子 部 １ ０ １ と 、 そ れ を 固 定 し 支 持 す る 保 持 部 １ ０
３ と を 有 す る 。 振 動 子 部 １ ０ １ は 、 図 示 は 省 略 す る が 、 正 負 の 電 極 を 備 え た 圧 電 素 子 か ら
な る （ 複 数 の ） 超 音 波 振 動 子 、 こ の 超 音 波 振 動 子 か ら 発 せ ら れ た 超 音 波 を 収 束 さ せ る 音 響
レ ン ズ 、 不 要 な 振 動 を 吸 収 す る バ ッ キ ン グ 材 、 振 動 子 電 極 に 各 々 接 続 さ れ た 接 続 導 体 な ど
を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 振 動 子 部 １ ０ １ は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ か ら ケ ー ブ ル １ ０ ２
内 の 接 続 導 体 を 通 じ て 供 給 さ れ る 電 気 信 号 を 受 け て 各 超 音 波 振 動 子 か ら 超 音 波 を 発 生 さ せ
る 。 こ の と き 、 振 動 子 部 １ ０ １ は 、 超 音 波 振 動 子 の 配 列 面 で あ り 超 音 波 の 送 受 面 で あ る 下
面 １ ０ １ ａ の 長 手 方 向 に 超 音 波 を ス キ ャ ン さ せ る 。 振 動 子 部 １ ０ １ は 、 超 音 波 の 反 射 波 を
受 信 し エ コ ー 信 号 と し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ に 送 る 。 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ は
、 こ の エ コ ー 信 号 に 基 づ い て 超 音 波 断 層 像 を 作 成 し て モ ニ タ に 表 示 さ せ る 。 こ こ で 、 取 得
さ れ る 断 層 像 は 、 振 動 子 部 １ ０ １ の 下 面 １ ０ １ ａ の 長 手 方 向 に お け る 断 層 像 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 図 １ １ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ が 開 腹 部 ３ ０ ０ を 介 し て 被 検 体 内 に 挿 入 さ れ て い る 状
態 の 概 略 を 示 し て い る 。 開 腹 部 ３ ０ ０ は 、 コ ッ ヘ ル ４ ０ ０ に よ り 保 持 さ れ て い る 。 図 示 し
な い 検 者 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ の 保 持 部 １ ０ ３ を 保 持 し て 振 動 子 部 １ ０ １ を 狭 い 開 腹
部 ３ ０ ０ に 挿 入 し て 被 検 体 深 部 の 臓 器 ５ ０ ０ （ 図 １ １ 中 に 斜 線 部 で 示 す ） に 接 触 さ せ る 。
そ の 状 態 で 振 動 子 部 １ ０ １ か ら 超 音 波 を 照 射 す る こ と に よ り 、 臓 器 ５ ０ ０ の 超 音 波 断 層 像
が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 手 術 に お い て 臓 器 ５ ０ ０ の 様 々 な 位 置 や 角 度 の 断 層 像 を 確 認 し た い 場 合 が 多 々 あ る が 、
そ の 場 合 、 臓 器 ５ ０ ０ に 対 す る 振 動 子 部 １ ０ １ の 接 触 位 置 や 接 触 角 度 を 適 宜 変 更 し て 、 超
音 波 の ス キ ャ ン 方 向 を 変 え て や る 必 要 が あ る 。 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ で こ の 操 作 を
行 う に は 、 振 動 子 部 １ ０ １ と 保 持 部 １ ０ ３ が 固 着 さ れ て い る た め 、 保 持 部 １ ０ ３ を 適 当 な
位 置 に 移 動 さ せ な け れ ば な ら な い 。 し か し 、 開 腹 部 ３ ０ ０ の 大 き さ や 形 状 、 臓 器 ５ ０ ０ に
隣 接 す る 臓 器 の 配 置 な ど の 制 限 を 考 慮 す る と 、 目 的 の 接 触 位 置 や 接 触 角 度 を 達 成 で き ず 、
所 望 の 断 層 像 を 得 ら れ な い お そ れ が あ る 。 こ の よ う に 、 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ ０ で は
、 被 検 体 内 に お け る 振 動 子 部 １ ０ １ の 移 動 範 囲 が 限 ら れ て い る こ と に よ り 、 狭 い 範 囲 の 超
音 波 断 層 画 像 し か 取 得 で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ５ ４ ９ ３ ２ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 請 求 項 ２ 、 明 細 書 段 落 ［ ０ ０
１ ５ ］ 、 第 １ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 開 腹 部 の 範 囲 や 隣 接 す る 臓 器 の 配
置 な ど に 制 限 の あ る 環 境 下 で あ っ て も 、 目 的 の 臓 器 の 超 音 波 画 像 を 広 範 囲 に 亘 っ て 取 得 で
き る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 の 超 音
波 振 動 子 を 有 す る 振 動 子 部 と 、 前 記 超 音 波 振 動 子 の 受 信 結 果 に 基 づ い て 被 検 体 の 超 音 波 断
層 像 を 形 成 す る 超 音 波 診 断 装 置 本 体 と 前 記 超 音 波 振 動 子 と を 接 続 す る 接 続 線 と 、 一 端 が 前
記 振 動 子 部 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 振 動 子 部 を 被 検 体 内 に 挿 入 し て 検 査 を 行 う と き に 検 者 に
よ り 保 持 さ れ る 保 持 手 段 と 、 を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子
の 配 列 面 に 直 交 す る 回 動 軸 周 り に 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 前 記 保 持 手 段 に 対 し て 回 動 さ
せ る 回 動 機 構 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 回 動 機 構 に よ っ て 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 回 動 さ せ る た め に 回
動 操 作 さ れ る 操 作 手 段 を 更 に 備 え 、 前 記 超 音 波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 は 、 前 記 操 作 手 段 の 回
動 軸 と は 異 な る 方 向 と さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に
記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 超 音 波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 に 対 す
る 角 度 方 向 を 変 更 可 能 に 前 記 振 動 子 部 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 振 動 子 部 に 対 し
着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 保 持 手 段 は 、 長 手 方 向 に 沿 う 中 空
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部 を 有 す る 形 状 で あ り 、 前 記 接 続 線 は 、 前 記 保 持 手 段 の 前 記 中 空 部 を 案 内 さ れ て 前 記 複 数
の 超 音 波 振 動 子 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 保 持 手 段 は 、 前 記 一 端 が 前 記 振 動 子 部 に 対 し て 回 動 可 能 に 取 り 付
け ら れ 、 か つ 、 長 手 方 向 に 沿 う 中 空 部 を 有 す る 形 状 で あ り 、 前 記 操 作 手 段 は 、 前 記 保 持 手
段 の 前 記 中 空 部 を 案 内 さ れ た 軸 部 と 、 当 該 軸 部 の 一 端 に か つ 前 記 保 持 手 段 の 他 端 を 越 え た
位 置 に 設 け ら れ 、 検 者 に よ り 回 動 操 作 さ れ る 操 作 部 と を 備 え 、 前 記 回 動 機 構 は 、 前 記 超 音
波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 を 中 心 に 前 記 振 動 子 部 に 形 成 さ れ た 第 １ の 歯 車 と 、 前 記 第 １ の 歯 車
と 係 合 さ れ た 第 ２ の 歯 車 と 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 他 端 と 前 記 第 ２ の 歯 車 と を 連 結 し
、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 回 動 を 前 記 第 ２ の 歯 車 に 伝 達 す る ジ ョ イ ン ト 部 と を 備 え て い
る 、 こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 ジ ョ イ ン ト 部 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 前 記 他 端 と 前 記 第 ２
の 歯 車 と を ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 で 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 操 作 手 段 は 、 軸 部 と 、 当 該 軸 部 の 一 端 に 設 け ら れ て 検 者 に よ り 回
動 操 作 さ れ る 操 作 部 と を 備 え 、 前 記 回 動 機 構 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 他 端 と 前 記 振
動 子 部 と を 連 結 し 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 回 動 を 前 記 振 動 子 部 に 伝 達 す る 回 動 伝 達 機
構 部 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音 波
プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 回 動 伝 達 機 構 部 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 前 記 他 端 と 前 記 振
動 子 部 と を ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 で 連 結 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 超 音
波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 回 動 伝 達 機 構 部 は 、 前 記 操 作 手 段 の 前 記 軸 部 の 回 動 に 応 じ て 前
記 振 動 子 部 を 前 記 超 音 波 振 動 子 の 前 記 回 動 軸 の 方 向 に 移 動 さ せ る ネ ジ 機 構 部 を 備 え 、 前 記
操 作 手 段 を 所 定 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 保 持 手 段 、 前 記 操 作 手 段 及 び 前 記 回 動
伝 達 機 構 部 を 前 記 振 動 子 部 か ら 取 り 外 し 可 能 と す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ な い し 請 求 項
１ ０ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 回 動 機 構 に よ り 回 動 さ れ た 前
記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 回 動 状 態 を 表 示 す る 表 示 手 段 を 更 に 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 複 数 の 超 音 波 振 動 子 の 配 列 面 に 直 交 す る 回 動 軸 周 り に
前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 振 動 子 部 に 対 し て 回 動 さ せ る 回 動 機 構 を 備 え て い る の で 、 振 動
子 部 を 被 検 体 の 体 内 に 挿 入 し て 検 査 を 行 う と き に 、 振 動 子 部 を 目 的 の 臓 器 に 接 触 さ せ た 状
態 で 回 動 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 保 持 手 段 を あ ち ら こ ち ら に 動 か さ な く て も 、
当 該 臓 器 に 対 す る 振 動 子 部 の ス キ ャ ン 方 向 を 変 更 す る こ と が で き る 。 そ れ に よ り 、 開 腹 部
が 狭 い 場 合 や 隣 接 臓 器 が 邪 魔 に な る よ う な 場 合 で あ っ て も 、 目 的 の 臓 器 の 超 音 波 画 像 を 広
範 囲 に 亘 っ て 取 得 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説
明 す る 。 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ は 、 図 １ １ に 示 し た よ う に 、 狭 い 開 腹 部 か ら 被 検 体
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内 に 挿 入 し て 遠 隔 操 作 に よ り 臓 器 の 断 層 像 を 取 得 す る と き に 好 適 に 使 用 さ れ る も の で 、 特
に 、 広 範 囲 に 亘 る 断 層 像 の 取 得 を 可 能 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
〔 超 音 波 プ ロ ー ブ の 構 成 〕
（ 外 観 構 成 ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０
０ の 外 観 構 成 の 概 略 を 示 し て い る 。 こ こ で 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ は 従 来 と 同 様 に 、
超 音 波 プ ロ ー ブ １ か ら 送 信 さ れ る エ コ ー 信 号 等 に 基 づ い て 、 図 示 し な い 被 検 体 の 超 音 波 断
層 像 を 作 成 す る た め の 構 成 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ は 、 超 音 波 の 送 受 波 を 行 う 振 動 子 部 ２ と 、 振 動 子 部 ２ と
超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ と の 間 で や り と り さ れ る 電 気 信 号 を 伝 送 す る ケ ー ブ ル ３ と 、 図
示 し な い 術 者 等 の 検 者 が 振 動 子 部 ２ を 遠 隔 操 作 す る と き に 保 持 す る た め の 保 持 部 ４ と 、 こ
の 保 持 部 ４ の 振 動 子 部 ２ 側 に 形 成 さ れ 、 操 作 部 ６ の 操 作 に 応 じ て 振 動 子 部 ２ を 図 １ 中 の 軸
Ｏ １ を 中 心 に 回 動 さ せ る た め の 機 構 を 備 え た 回 動 伝 達 機 構 部 ５ と 、 保 持 部 ４ の 先 端 （ 振 動
子 部 ２ の 反 対 側 の 端 部 ） に 設 け ら れ 、 振 動 子 部 ２ を 回 動 さ せ る と き に 操 作 さ れ る 操 作 部 ６
と を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 保 持 部 ４ は 、 本 発 明 に い う 保 持 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 振 動 子 部 ２ は 、 従 来 と 同 様 に 、 正 負 の 電 極 を 備 え た 圧 電 素 子 か ら な る 複 数 の 超 音 波 振 動
子 、 こ の 超 音 波 振 動 子 か ら 発 せ ら れ た 超 音 波 を 収 束 さ せ る 音 響 レ ン ズ 、 不 要 な 振 動 を 吸 収
す る バ ッ キ ン グ 材 、 振 動 子 電 極 に 各 々 接 続 さ れ た 接 続 導 体 な ど を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
こ の 接 続 導 体 は 、 ケ ー ブ ル ３ 内 を 通 じ て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ に 導 か れ て い る （ 図 ２
を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 振 動 子 部 ２ の 複 数 の 超 音 波 振 動 子 は 、 図 １ に 示 す 振 動 子 部 ２ の 下 面 ２ ａ 側 に 当 該 下 面 ２
ａ に 沿 っ て 配 列 さ れ て い る 。 超 音 波 は こ の 下 面 ２ ａ 側 か ら 送 波 さ れ 、 受 波 さ れ る 。 検 者 は
、 図 示 し な い 被 検 体 の 目 的 の 臓 器 の 断 層 像 を 取 得 す る た め に 、 振 動 子 部 ２ の 下 面 ２ ａ を そ
の 臓 器 に 接 触 さ せ る 。 振 動 子 部 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ か ら の 信 号 に 基 づ き 、 振
動 子 部 ２ の 長 手 方 向 に 超 音 波 を ス キ ャ ン さ せ る 。 そ し て 、 そ の 超 音 波 の 反 射 波 を 受 信 し て
エ コ ー 信 号 に 変 換 し ケ ー ブ ル ３ を 介 し て 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ に 送 信 す る 。 超 音 波 診
断 装 置 本 体 ２ ０ ０ は 、 こ の エ コ ー 信 号 を 従 来 と 同 様 の 解 析 処 理 を 行 っ て 当 該 臓 器 の 断 層 像
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 軸 Ｏ １ は 、 振 動 子 部 ２ に 設 け ら れ た 超 音 波 振 動 子 の 配 列 面 の
中 心 位 置 を 通 る よ う に 設 計 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 振 動 子 部 ２ が 回 転 さ れ
て も 臓 器 内 の 目 的 の 部 位 を 様 々 な 角 度 か ら 超 音 波 ス キ ャ ン で き る か ら で あ る 。 図 ９ に 、 振
動 子 部 ２ の 超 音 波 振 動 子 の 配 列 及 び そ の 中 心 位 置 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 。 同 図 は 、 振 動 子
部 ２ を 下 面 ２ ａ 側 か ら 見 た と き の 図 で あ る 。 図 ９ （ Ａ ） は 、 超 音 波 振 動 子 が 直 線 状 に （ つ
ま り 一 方 向 に ） 配 列 さ れ た 状 態 及 び そ の と き の 中 心 位 置 を 表 し 、 図 ９ （ Ｂ ） は 、 超 音 波 振
動 子 が ア レ イ 状 に 配 列 さ れ た 状 態 及 び そ の と き の 中 心 位 置 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 操 作 部 ６ に は 、 検 者 が こ れ を 操 作 す る と き の 滑 り 止 め と し て の 溝 が 設 け ら れ て い る 。 な
お 、 溝 を 設 け る 代 わ り に 、 操 作 部 ６ に ゴ ム カ バ ー を 被 せ る な ど し て 操 作 時 の 摩 擦 を 増 大 さ
せ る こ と に よ り 滑 り 止 め 作 用 を 持 た せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 検 者 が 、 操 作 部 ６ を 軸 Ｏ ２ 周 り に 回 動 さ せ る と 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ 内 の 機 構 は 、 操 作 部
６ の 回 動 動 作 を 振 動 子 部 ２ の 回 動 動 作 に 変 換 す る 。 そ れ に よ り 、 振 動 子 部 ２ は 、 例 え ば 図
１ 中 に ２ 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 超 音 波 振 動 子 の 配 列 面 で あ り 超 音 波 の 送 受 面 で あ る 下 面 ２
ａ に 直 交 す る 方 向 の 回 動 軸 Ｏ １ 周 り に 回 転 さ れ る 。 以 下 、 こ の よ う な 動 作 を 実 現 す る 超 音
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波 プ ロ ー ブ １ の 内 部 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 内 部 構 成 ）
　 図 ２ は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 内 部 構 成 を 示 す 断 面 側 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 回 動 伝 達 機 構
部 ５ 周 辺 の 内 部 構 成 を 示 す 拡 大 断 面 側 面 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 振 動 子 部 ２ は 、 そ
の 筐 体 ２ Ａ 内 に 、 例 え ば 図 ９ に 示 す よ う に 直 線 状 や ア レ イ 状 に 超 音 波 振 動 子 が 配 列 さ れ た
振 動 子 配 列 部 ２ ｂ と 、 下 面 ２ ａ に 配 設 さ れ た 音 響 レ ン ズ ２ ｃ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 振 動 子 部 ２ と ケ ー ブ ル ３ と は 、 テ ー パ 形 状 の コ ネ ク タ 部 ３ ２ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
ま た 、 コ ネ ク タ 部 ３ ２ は 、 ケ ー ブ ル ３ に 固 定 さ れ て い る 。 ケ ー ブ ル ３ 内 に 挿 通 さ れ た 接 続
導 体 ３ １ は 、 コ ネ ク タ 部 ３ ２ を 介 し て 振 動 子 部 ２ に 導 か れ 、 振 動 子 配 列 部 ２ ｂ の 各 超 音 波
振 動 子 に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 接 続 導 体 ３ １ は 、 本 発 明 に い う 接 続 線 を 構 成 し て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 振 動 子 部 ２ の 筐 体 ２ Ａ の 上 面 （ 下 面 ２ ａ の 対 向 面 ） に は 、 振 動 子 部 ２ に コ ネ ク タ
部 ３ ２ を 結 合 さ せ る た め の 円 筒 状 の 凸 部 ２ １ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ で は 断 面 Ｌ 字 型 に 描
写 さ れ て い る ） 。 こ の 凸 部 ２ １ の 外 周 面 に は 、 円 周 方 向 に 沿 っ て 歯 車 ２ ２ が 形 成 さ れ て い
る 。 こ こ で 、 振 動 子 部 ２ は 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ に 対 し 、 軸 Ｏ １ を 中 心 と し て 回 動 自 在 に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 保 持 部 ４ は 、 そ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 中 空 部 を 備 え た 略 管 状 に 形 成 さ れ て い る 。 操 作 部 ６
に は 、 保 持 部 ４ 内 に 挿 通 さ れ た 軸 （ 操 作 軸 と 呼 ぶ ） ６ ａ が 操 作 部 ６ と 同 軸 に 設 け ら れ て い
る 。 し た が っ て 、 操 作 部 ６ が 検 者 に よ っ て 軸 Ｏ ２ 周 り に 回 動 操 作 さ れ る と 、 当 該 操 作 軸 ６
ａ も 軸 Ｏ ２ 周 り に 回 動 さ れ る 。 こ こ で 、 操 作 部 ６ 及 び 操 作 軸 ６ ａ は 、 本 発 明 の 操 作 手 段 を
構 成 し 、 操 作 軸 ６ ａ は 、 操 作 手 段 の 軸 部 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 回 動 伝 達 機 構 部 ５ 内 に は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 回 動 軸 Ｏ １ に 平 行 な 回 動 軸 Ｏ ３ を 有 す る
歯 車 ５ １ と 、 こ の 歯 車 ５ １ と 操 作 部 ６ の 操 作 軸 ６ ａ と を 連 結 す る ジ ョ イ ン ト 部 ５ ２ と が 含
ま れ て い る 。 歯 車 ５ １ は 、 振 動 子 部 ２ の 円 筒 状 凸 部 ２ １ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 歯 車 ２ ２ と
係 合 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ジ ョ イ ン ト 部 ５ ２ は 、 操 作 軸 ６ ａ の 操 作 部 ６ と は 反 対 側 の 端 部 に 接 続 さ れ た 操 作 部 側 接
続 部 材 ５ ２ ａ と 、 歯 車 ５ １ の 軸 と し て 設 け ら れ た 歯 車 側 接 続 部 材 ５ ２ ｂ と 、 操 作 部 側 接 続
部 材 ５ ２ ａ と 歯 車 側 接 続 部 材 ５ ２ ｂ と を 連 結 し 、 操 作 部 側 接 続 部 材 ５ ２ ａ の 回 動 運 動 を 歯
車 側 接 続 部 材 ５ ２ ｂ に 伝 達 し て 歯 車 ５ １ を 回 動 さ せ る 回 動 機 構 部 ５ ２ ｃ と を 備 え て い る 。
回 動 機 構 部 ５ ２ ｃ は 、 例 え ば ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 に よ り 操 作 部 側 接 続 部 材 ５ ２ ａ
と 歯 車 側 接 続 部 材 ５ ２ ｂ と を 連 結 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 検 者 が 操 作 部 ６ を 軸 Ｏ ２ 周 り に 回 動 さ せ る と 、 そ の 回 動 運 動 は 、 回 動 機 構 部 ５ ２ ｃ に よ
っ て 歯 車 ５ １ の 軸 Ｏ ３ 周 り の 回 動 運 動 に 変 換 さ れ る 。 更 に 、 歯 車 ５ １ の 回 動 運 動 は 、 こ れ
に 係 合 す る 振 動 子 部 ２ の 凸 部 ２ １ の 外 周 面 の 歯 車 ２ ２ に 伝 達 さ れ 、 振 動 子 部 ２ を 軸 Ｏ １ 周
り に 回 動 さ せ る 。 こ こ で 、 歯 車 ５ １ 、 ジ ョ イ ン ト 部 ５ ２ 及 び 振 動 子 部 ２ の 歯 車 ２ ２ は 、 本
発 明 に い う 回 動 機 構 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 振 動 子 部 ２ は 、 図 １ に 実 線 で 表 す 基 準 位 置 を 含 ん で 、 少 な く と も １ ８ ０ ° の 範
囲 を 回 動 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 当 該 基 準 位 置 か ら 左 右 両 方 向 （ 同 図 中 の 両 側 矢
印 の 示 す 方 向 ） に そ れ ぞ れ ９ ０ ° ず つ 回 動 可 能 に 構 成 さ れ る 。 ま た 、 当 該 基 準 位 置 か ら 一
方 の 方 向 に １ ８ ０ ° 回 動 可 能 に 構 成 さ れ る 。 こ の 回 転 範 囲 の 限 定 は 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ の
歯 車 ５ １ 及 び ／ 又 は 振 動 子 部 ２ の 凸 部 ２ １ の 歯 車 ２ ２ の 係 合 範 囲 を 限 定 す る こ と に よ っ て
実 現 さ れ る 。 ま た 、 操 作 部 ６ の 回 動 範 囲 を 限 定 す る こ と に よ り 振 動 子 部 ２ の 回 動 範 囲 を 限
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定 す る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う に 振 動 子 部 ２ の 回 動 範 囲 を 限 定 す る こ と に よ り 、 接 続
導 体 ３ １ の ね じ れ に 起 因 す る 断 線 等 の 発 生 が 防 止 さ れ る 。 な お 、 振 動 子 部 ２ の 筐 体 ２ Ａ に
形 成 さ れ た 歯 車 ２ ２ は 本 発 明 の 第 １ の 歯 車 を 構 成 し 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ の 歯 車 ５ １ は 第 ２
の 歯 車 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 振 動 子 部 ２ と 操 作 部 ６ と は 、 異 な る 方 向 の 回 動 軸 Ｏ １ 、 Ｏ ２ を 有 す
る 。 こ れ は 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 軸 Ｏ １ 方 向 に 対 し て 操 作 部 ６ の 回 動 軸 Ｏ ２ を 傾 け て 設 け る
こ と に よ り 、 操 作 部 ６ の 操 作 性 を 良 好 に す る た め で あ る 。 な お 、 操 作 部 ６ の 回 動 軸 Ｏ ３ を
振 動 子 部 ２ の 回 動 軸 Ｏ １ 方 向 に 対 し 平 行 に 構 成 し て も よ い 。 ま た 、 回 動 運 動 変 換 機 構 部 ５
２ ｃ と し て は 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 以 外 に も ワ イ ヤ 等 の 部 材 を 用 い て 同 様 の 作 用
を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
〔 作 用 効 果 〕
　 検 者 は 、 手 術 中 に お い て 被 検 体 内 の 目 的 の 臓 器 の 超 音 波 断 層 像 を 取 得 す る と き 、 超 音 波
プ ロ ー ブ １ の 保 持 部 ４ を 保 持 し 、 被 検 体 表 面 に 開 口 さ れ た 開 腹 部 を 介 し て 振 動 子 部 ２ を 被
検 体 内 に 挿 入 す る と と も に 、 超 音 波 振 動 子 の 配 列 面 で あ り 超 音 波 の 送 受 面 で あ る 下 面 ２ ａ
を 目 的 の 臓 器 に 接 触 さ せ る 。 こ こ で 、 振 動 子 部 ２ は 、 例 え ば 、 図 １ の 実 線 で 表 す 基 準 位 置
に 配 置 さ れ て い る と す る 。 振 動 子 部 ２ は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ か ら の 信 号 に 基 づ い
て 、 当 該 振 動 子 部 ２ の 長 手 方 向 に 超 音 波 を ス キ ャ ン さ せ る 。 こ の 超 音 波 ス キ ャ ン に 基 づ い
て 作 成 さ れ る 断 層 像 は 、 当 該 長 手 方 向 に 沿 っ た 臓 器 の 断 面 を 表 す 画 像 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ は 、 ケ ー ブ ル ３ 、 保 持 部 ４ 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ 等 の 位 置
を 固 定 し た ま ま で 振 動 子 部 ２ を 回 転 可 能 な 構 成 を 備 え て い る 。 そ こ で 検 者 は 、 操 作 部 ６ を
操 作 し て 振 動 子 部 ２ を 回 転 さ せ る こ と に よ り 超 音 波 の ス キ ャ ン 方 向 を 所 望 の 方 向 に 変 更 す
る 。 そ の 状 態 で 超 音 波 ス キ ャ ン を 行 う こ と に よ り 、 前 回 と は 異 な る ス キ ャ ン 方 向 の 断 層 像
を 取 得 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 検 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 振 動 子 部 ２ に よ る ス
キ ャ ン 方 向 を 変 更 す る こ と に よ り 、 隣 接 す る 他 の 臓 器 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 目 的 の 臓
器 の 様 々 な 位 置 及 び 方 向 に お け る 断 層 像 を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
〔 各 種 変 形 例 〕
（ 変 形 例 １ ）
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ の 変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。 超 音 波 プ ロ ー ブ １ を 用 い る
場 合 に は 振 動 子 部 ２ が 被 検 体 内 部 に 配 置 さ れ て い る た め 、 検 者 は 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 状 態
を 視 認 で き ず に 所 望 の 超 音 波 ス キ ャ ン 方 向 を 設 定 で き な い 場 合 が あ る と 考 え ら れ る 。 そ の
よ う な 場 合 に 対 処 す る た め に 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 状 態 を 表 示 す る 表 示 手 段 を 設 け る こ と が
有 効 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ に 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 状 態 を 表 示 す る 表 示 手 段 の 一 例 を 示 す 。 図 ４ に 示 す 当 該 表 示
手 段 は 、 操 作 部 ６ に 設 け ら れ た マ ー ク ６ ｂ と 、 保 持 部 ４ の 操 作 部 ６ 側 の 端 面 に 設 け ら れ 、
振 動 子 部 ２ の ス キ ャ ン 方 向 （ 長 手 方 向 ） を 示 す ス キ ャ ン 方 向 情 報 ４ ａ と に よ り 構 成 さ れ る
。 保 持 部 ４ の ス キ ャ ン 方 向 情 報 ４ ａ は 、 操 作 部 ６ の 回 動 角 度 に 対 応 す る 振 動 子 部 ２ の 回 動
角 度 を 示 し て い る 。 図 ４ の 例 で は 、 図 １ に 実 線 で 示 す 基 準 位 置 に 振 動 子 部 ２ が あ る 場 合 を
角 度 「 ０ 」 で 示 す と と も に 、 振 動 子 部 ２ が 当 該 基 準 位 置 に 対 し て 左 右 に 回 動 さ れ る と き の
角 度 を ３ ０ ° 毎 に 示 し て い る 。 な お 、 回 動 角 度 を 例 え ば １ ５ ° 毎 な ど 、 他 の 単 位 角 度 毎 に
示 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 表 示 手 段 に よ れ ば 、 マ ー ク ６ ｂ を 所 望 の ス キ ャ ン 方 向 情 報 ４ ａ に 合 わ せ る よ う に 操
作 部 ６ を 回 動 さ せ る と 、 振 動 子 部 ２ の ス キ ャ ン 方 向 が そ の 角 度 ま で 回 動 さ れ る 。 例 え ば 、
マ ー ク ６ ｂ を ス キ ャ ン 方 向 情 報 「 ９ ０ 」 に 合 わ せ る よ う に 操 作 部 ６ を 回 動 さ せ る と 、 振 動
子 部 ２ は 、 図 １ に 実 線 で 示 す 基 準 位 置 か ら ２ 点 鎖 線 で 示 す 位 置 ま で ９ ０ ° 回 動 さ れ る 。 そ
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れ に よ り 、 振 動 子 部 ２ が 被 検 体 内 に あ っ て 直 接 に 視 認 で き な い よ う な 場 合 で あ っ て も 、 検
者 は 、 振 動 子 部 ２ の ス キ ャ ン 方 向 を 確 認 す る こ と が で き 、 ま た 、 所 望 の ス キ ャ ン 方 向 を 設
定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 の 表 示 手 段 と し て は 、 上 述 の よ う な 構 成 以 外 に も 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 状 態
を 表 示 す る た め の 各 種 の 構 成 を 用 い る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 角 度
を 検 出 す る ポ ジ シ ョ ン セ ン サ を 設 け 、 そ の 検 出 角 度 を 表 示 さ せ る 構 成 や 、 回 動 状 態 を 画 像
表 示 さ せ る 構 成 な ど を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 変 形 例 ２ ）
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ は 、 振 動 子 部 ２ の ス キ ャ ン 方 向 を 少 な く と も １ ８ ０ ° の
範 囲 内 で 連 続 的 に 変 更 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る が 、 ス キ ャ ン 方 向 が 離 散 的 に 変 更 さ れ
る よ う に 構 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 振 動 子 部 ２ の ス キ ャ ン 方 向 を 少 な く と も １ ８ ０ ° の 範
囲 内 で １ ５ ° ス テ ッ プ で 変 更 す る よ う に 構 成 で き る 。 す な わ ち 、 ス キ ャ ン 方 向 の 上 記 基 準
位 置 を ０ ° と し て 、 左 右 方 向 に そ れ ぞ れ １ ５ ° 、 ３ ０ ° 、 ４ ５ ° 、 ６ ０ ° 、 ７ ５ ° 、 ９ ０
° の ス キ ャ ン 方 向 を 設 定 可 能 に 構 成 で き る 。 そ の た め に 、 例 え ば 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ の 歯
車 ５ １ 及 び 振 動 子 部 ２ の 歯 車 ２ ２ と し て 、 １ ５ ° 毎 に ス ト ッ パ が 形 成 さ れ た 歯 車 を 用 い れ
ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
（ 変 形 例 ３ ）
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ は 、 検 者 に よ る 操 作 部 ６ の 回 動 操 作 を 振 動 子 部 ２ の 回 動
に 伝 達 す る 構 成 と さ れ て い る が 、 モ ー タ 等 を 用 い て 振 動 子 部 ２ を 回 動 さ せ る よ う に し て も
よ い 。 例 え ば 、 操 作 部 ６ と し て ボ タ ン を ２ つ 設 け る と と も に 、 回 動 操 作 部 ５ の 歯 車 ５ １ を
回 動 さ せ る モ ー タ を 設 け る 。 ２ つ の ボ タ ン は 、 振 動 子 部 ２ の 左 右 の 回 動 方 向 に 対 応 す る 。
一 方 の ボ タ ン が 押 下 さ れ る と モ ー タ に 電 流 が 供 給 さ れ 、 モ ー タ は 所 定 の 方 向 に 回 転 し て 歯
車 ５ １ を 回 転 さ せ る 。 そ れ に よ り 振 動 子 部 ２ が 所 定 の 方 向 に 回 転 さ れ る 。 ま た 、 他 方 の ボ
タ ン が 押 下 さ れ る と モ ー タ に ＋ － が 逆 の 電 流 が 供 給 さ れ 、 モ ー タ は 逆 方 向 に 回 転 し 、 振 動
子 部 ２ を 逆 方 向 に 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ こ で 、 モ ー タ と し て ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ を 用 い れ ば 、 変 形 例 ２ で 説 明 し た よ う な 、 振
動 子 部 ２ の ス キ ャ ン 方 向 を 離 散 的 に 変 更 す る 構 成 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ そ の 他 の 変 形 例 ）
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ で は 、 操 作 部 ６ は 常 時 回 動 自 在 に 構 成 さ れ て い る が 、 操
作 部 ６ の 誤 操 作 を 防 止 す る た め に 操 作 部 ６ の 回 動 状 態 を 維 持 す る た め の ロ ッ ク 機 構 を 設 け
て も よ い 。 ま た 、 保 持 部 ４ 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ 、 操 作 部 ６ を 振 動 子 部 ２ か ら 取 り 外 し 可 能
な 構 成 と し て も よ い 。 例 え ば 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ の 筐 体 を ２ つ （ あ る い は そ れ 以 上 ） に 分
離 可 能 に 構 成 し 、 歯 車 ５ １ と 歯 車 ２ ２ と の 係 合 状 態 を 解 除 し て 保 持 部 ４ 等 を 振 動 子 部 ２ か
ら 取 り 外 す よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 保 持 部 ４ と 回 動 伝 達 機 構 部 ５ と を 別 構 成
と し 、 回 動 伝 達 機 構 部 ５ を 振 動 子 部 ２ に 固 定 す る と と も に 、 保 持 部 ４ を 回 動 伝 達 機 構 部 ５
に 対 し て 角 度 可 変 に 取 り 付 け た 構 成 と し て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 振 動 子 部 ２ の 回 動
軸 Ｏ １ に 対 す る 操 作 部 ６ の 回 動 軸 Ｏ ２ の 角 度 方 向 を 変 更 す る こ と に よ り 超 音 波 プ ロ ー ブ の
操 作 性 が 向 上 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 以 上 で 説 明 し た 各 変 形 例 は 、 以 下 の 第 ２ 、 ３ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ に お い
て も 適 宜 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 概 略 構 成 を 表 し て い る 。 な お 、 第
１ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ と 同 様 の 構 成 部 位 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す
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る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 特 徴 は 、 振 動 子 部 と 超 音 波 診 断 装 置 本 体 ２ ０ ０ （ 図 示
省 略 ） と を 電 気 的 に 接 続 す る 接 続 導 体 を 保 持 部 ４ 内 に 設 け る こ と に よ り 操 作 性 の 向 上 が 図
ら れ て い る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ は 、 振 動 子 部 ２ 、 ケ ー ブ ル ３ 、 保
持 部 ４ 、 操 作 部 ６ 及 び 回 動 伝 達 機 構 部 １ １ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 振 動 子 部 ２ と 操 作 部
６ に つ い て は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 の 構 成 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ の 保 持 部 ４ に は 、 ケ ー ブ ル ３ を 取 り 付 け る た め の ケ ー ブ ル 取 付 部 ４
１ が 形 成 さ れ て い る 。 ケ ー ブ ル 取 付 部 ４ １ は 、 保 持 部 ４ の 側 面 部 に テ ー パ 状 に 突 出 し て 設
け ら れ て お り 、 中 空 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の ケ ー ブ ル 取 付 部 ４ １ の 先 端 に は 、 ケ ー ブ ル ３
が 嵌 入 さ れ 固 定 さ れ て い る 。 更 に 、 ケ ー ブ ル ３ 内 に 挿 通 さ れ た 接 続 導 体 ３ １ は 、 こ の ケ ー
ブ ル 取 付 部 ４ １ を 通 じ て 保 持 部 ４ 内 に 案 内 さ れ 、 振 動 子 部 ２ の 超 音 波 振 動 子 に 導 か れ て い
る 。 な お 、 保 持 部 ４ 内 に は 、 こ の 接 続 導 体 ３ １ と と も に 、 操 作 部 ６ の 操 作 軸 ６ ａ が 挿 通 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 に い う 回 動 機 構 を 構 成 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ の 回 動 伝 達 機 構 部 １ １ の
構 成 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。 こ の 回 動 伝 達 機 構 部 １ １ は 、 操 作 部 ６ の 操 作 軸 ６ ａ と 振 動 子 部
２ と を 連 結 す る ジ ョ イ ン ト 部 ５ ３ を 備 え て い る 。 こ の ジ ョ イ ン ト 部 ５ ３ は 、 操 作 軸 ６ ａ の
一 端 に 設 け ら れ た 操 作 部 側 接 続 部 材 ５ ３ ａ と 、 振 動 子 部 ２ に 固 定 さ れ た 振 動 子 側 接 続 部 材
５ ３ ｂ と 、 操 作 部 側 接 続 部 材 ５ ３ ａ の 回 動 運 動 を 振 動 子 側 接 続 部 材 ５ ３ ｂ に 伝 達 し て 振 動
子 部 ２ を 回 動 さ せ る 回 動 機 構 部 ５ ３ ｃ と を 備 え て い る 。 回 動 機 構 部 ５ ３ ｃ は 、 例 え ば ユ ニ
バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 や ワ イ ヤ 等 に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 振 動 子 部 ２ の 上 面 （ 下 面 ２ ａ の 対 向 面 ） に は 、 こ の 振 動 子 部 ２ と 保 持 部 ４ と を 接 続 す る
た め の 円 形 の 接 続 口 を 形 成 す る 接 続 部 ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 操 作 部 ６ と は 反 対 側
の 保 持 部 ４ の 端 部 ４ ｂ は 円 柱 状 に 形 成 さ れ て お り 、 接 続 部 ２ ３ が 形 成 す る 接 続 口 に 嵌 入 さ
れ る 。 こ こ で 、 接 続 部 ２ ３ の 内 径 は 、 端 部 ４ ｂ の 外 径 よ り も 僅 か に 大 き く 形 成 さ れ て お り
、 接 続 部 ２ ３ は 端 部 ４ ｂ に 対 し て 摺 動 可 能 に な っ て い る 。 そ れ に よ り 、 接 続 部 ２ ３ は 、 軸
Ｏ １ を 中 心 と し て 回 動 自 在 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 振 動 子 部 ２ の 接 続 部 ２ ３ の 内 周 部 と 、 保 持 部 ４ の 端 部 ４ ｂ の 外 周 部 に は 、 そ れ ぞ
れ 周 方 向 に 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 に は 、 端 部 ４ ｂ と 接 続 部 ２ ３ と の 間 隙 か ら の
血 液 等 の 侵 入 を 阻 止 す る 環 状 の パ ッ キ ン 等 か ら な る シ ー ル 部 材 ５ ４ が 配 設 さ れ る 。 こ の シ
ー ル 部 材 ５ ４ は 、 端 部 ４ ｂ に 対 す る 接 続 部 ２ ３ の 摺 動 動 作 を 大 き く 妨 げ な い よ う に 、 そ の
表 面 が 滑 ら か に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ に よ れ ば 、 検 者 が 操 作 部 ６ を 軸 Ｏ ２ 周 り に 回 転 さ せ る
と 、 そ れ と 一 体 の 操 作 軸 ６ ａ の 回 転 が 伝 達 さ れ て 振 動 子 部 ２ が 軸 Ｏ １ 周 り に 回 転 さ れ る 。
し た が っ て 、 第 １ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 同 様 に 、 検 者 は 、 操 作 部 ６ を 操 作 し て 振
動 子 部 ２ に よ る ス キ ャ ン 方 向 を 変 更 す る こ と に よ り 、 隣 接 す る 他 の 臓 器 に 影 響 を 与 え る こ
と な く 、 目 的 の 臓 器 の 様 々 な 位 置 及 び 方 向 に お け る 断 層 像 を 取 得 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 接 続 導 体 ３ １ が 保 持 部 ４ 内 を 通 じ て 振 動 子 部 ２ ま で 案 内 さ れ て お り 、 第 １ の 実 施
形 態 の よ う に ケ ー ブ ル ３ を 振 動 子 部 ２ に 接 続 す る 必 要 が な い の で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ １ ０ の
操 作 や 被 検 体 内 へ の 挿 入 、 更 に は 被 検 体 内 で の 位 置 の 変 更 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま
た 、 血 液 等 の 体 液 の 侵 入 を 阻 止 す る シ ー ル 部 材 ５ ４ を 備 え て い る の で 、 被 検 体 内 に 挿 入 し
て 使 用 す る 場 合 に お け る 故 障 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ［ 第 ３ の 実 施 形 態 ］
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　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 概 略 構 成 を 表 し て い る 。 な お 、 第
１ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ １ と 同 様 の 構 成 部 位 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 す
る 。 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 特 徴 は 、 保 持 手 段 、 操 作 手 段 、 回 動 伝 達 機 構 部 を 振 動
子 部 に 対 し て 着 脱 可 能 に 構 成 す る こ と に よ り 、 振 動 子 部 を 把 持 し て 行 う 通 常 の 使 用 形 態 と
、 保 持 手 段 等 を 取 り 付 け て 遠 隔 操 作 す る 使 用 形 態 と の 双 方 に 適 用 で き る 点 で あ る 。 ま た 、
操 作 性 の 向 上 を 図 る た め に 、 振 動 子 部 の 回 動 軸 Ｏ １ に 対 す る 操 作 手 段 の 回 動 軸 Ｏ ２ の 角 度
方 向 を 変 更 可 能 に 構 成 さ れ て い る 点 も 特 徴 的 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ は 、 振 動 子 部 ２ 、 ケ ー ブ ル ３ 、 操
作 部 ６ 及 び 回 動 伝 達 機 構 部 ６ ０ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 振 動 子 部 ２ と 操 作 部 ６ に つ い て
は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 一 の 構 成 と さ れ て い る 。 ま た 、 当 該 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ を 使 用 す
る と き 、 検 者 は 、 操 作 部 ６ の 操 作 軸 ６ ａ を 保 持 し て 振 動 子 部 ２ の 遠 隔 操 作 を 行 う よ う に な
っ て い る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 で は 、 操 作 部 ６ を 保 持 手 段 と し て 用 い て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ８ は 、 操 作 部 ６ の 操 作 軸 ６ ａ と 振 動 子 部 ２ と を 連 結 す る 回 動 伝 達 機 構 部 ６ ０ の 構 成 を
表 す 断 面 側 面 図 で あ る 。 こ の 回 動 伝 達 機 構 部 ６ ０ は 、 本 発 明 の 回 動 機 構 を 構 成 し て い る 。
振 動 子 部 ２ の 上 面 に は 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ の 台 座 部 ６ ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 振
動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ の 円 柱 状 の 側 面 に は ネ ジ 山 が 螺 刻 さ れ て い る 。 回 動 伝 達 機 構 部 ６ ０ の
筐 体 ６ ６ の 内 周 面 に は 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ の ネ ジ 山 を 螺 入 す る た め の ネ ジ 山 が 形 成 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ は 雄 ネ ジ と し て 作 用 し 、 筐 体 ６ ６ は 雌 ネ ジ と
し て 作 用 し て 、 互 い に 螺 合 さ れ て い る 。 な お 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ 及 び 筐 体 ６ ６ は 、 本
発 明 に い う ネ ジ 機 構 部 を 構 成 し て い る 。 ま た 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ の 平 坦 状 の 頂 部 に は
、 例 え ば 直 方 体 状 の 凹 部 ６ ５ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 凹 部 ６ ５ ａ の 形 状 は 、 軸 Ｏ １ に 対
し て 回 転 対 称 で な い 任 意 の 形 状 で よ い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 操 作 部 ６ の 操 作 軸 ６ ａ の 下 端 ６ ａ １ に は 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 で 操 作 軸 ６ ａ と
振 動 子 部 ２ と を 連 結 す る 回 動 機 構 部 ６ １ が 接 続 さ れ て い る 。 こ の 回 動 機 構 部 ６ １ に は 、 接
続 部 材 ６ ２ が 軸 Ｏ １ に 沿 う よ う に 接 続 さ れ て い る 。 そ れ に よ り 、 回 動 機 構 部 ６ １ は 、 操 作
部 ６ の 操 作 軸 ６ ａ の 軸 Ｏ ２ 周 り の 回 動 運 動 を 接 続 部 材 ６ ２ に 伝 達 し て 、 こ の 接 続 部 材 ６ ２
を 軸 Ｏ １ 周 り に 回 動 運 動 さ せ る よ う に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 接 続 部 材 ６ ２ の 下 部 に は 、 こ の 接 続 部 材 ６ ２ と 一 体 と な っ て 回 動 す る 回 動 板 ６ ３ が 固 着
さ れ て い る 。 更 に 、 回 動 板 ６ ３ の 下 面 に は 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ の 凹 部 ６ ５ ａ と 同 一 形
状 の 凸 部 ６ ４ が 設 け ら れ て お り 、 凹 部 ６ ５ ａ に 係 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 筐 体 ６ ６ の 上 部 に は 、 ゴ ム 等 の 変 形 自 在 な 材 質 か ら な る カ バ ー ６ ７ が 設 け ら れ て
い る 。 カ バ ー ６ ７ は 、 そ の 下 端 部 を 筐 体 ６ ６ に 固 定 さ れ 、 上 端 部 を 操 作 軸 ６ ａ に 固 定 さ れ
て い る 。 こ の カ バ ー ６ ７ は 、 振 動 子 部 ２ を 被 検 体 内 に て 使 用 す る と き に 、 血 液 等 の 体 液 が
回 動 伝 達 機 構 部 ６ ０ 内 に 侵 入 し な い よ う に す る た め の 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ケ ー ブ ル ３ は 、 振 動 子 部 ２ の 上 面 に 係 合 さ れ た コ ネ ク タ 部 ７ ０ に よ っ て 振 動 子 部 ２ に 導
か れ 、 そ の 内 部 に 挿 通 さ れ た 接 続 導 体 ３ １ を 超 音 波 振 動 子 に 案 内 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う な 超 音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ に よ れ ば 、 検 者 が 操 作 部 ６ を 軸 Ｏ ２ 周 り に 回 転 さ せ る と
、 そ れ と 一 体 の 操 作 軸 ６ ａ の 回 転 が 回 動 機 構 部 ６ １ に よ っ て 接 続 部 材 ６ ２ に 伝 達 さ れ て 回
動 板 ６ ３ 及 び 凸 部 ６ ４ が 回 転 さ れ る 。 凸 部 ６ ４ 及 び 凹 部 ６ ５ ａ の 形 状 は 、 軸 Ｏ １ に 対 し て
回 転 対 称 で は な い の で 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ は 、 回 動 板 ６ ３ の 回 転 に 応 じ て 回 転 さ れ る
。 こ の と き 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ は 、 そ の 回 転 方 向 に 応 じ て 、 筐 体 ６ ６ 内 を 上 方 又 は 下
方 に 移 動 す る 。 振 動 子 部 ２ は 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ に 固 着 さ れ て い る の で 、 振 動 子 側 接
続 部 材 ６ ５ の 回 転 と と も に 軸 Ｏ １ を 中 心 と し て 回 転 さ れ る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 超
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音 波 プ ロ ー ブ ２ ０ に よ れ ば 、 第 １ の 実 施 形 態 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 同 様 に 、 検 者 は 、 操 作 部
６ を 操 作 し て 振 動 子 部 ２ に よ る ス キ ャ ン 方 向 を 変 更 す る こ と が で き る の で 、 隣 接 す る 他 の
臓 器 に 影 響 を 与 え る こ と な く 、 目 的 の 臓 器 の 様 々 な 位 置 及 び 方 向 に お け る 断 層 像 を 取 得 す
る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 回 動 機 構 部 ６ １ は ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 構 造 で あ り 、 カ バ ー ６ ７ は 変 形 可 能 な
材 質 で 構 成 さ れ て い る こ と か ら 、 検 者 は 、 振 動 子 部 ２ の 回 動 軸 Ｏ １ に 対 す る 操 作 軸 ６ ａ の
角 度 方 向 を 様 々 に 変 更 で き る の で 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 操 作 性 が 向 上 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ が 筐 体 ６ ６ 内 を 下 方 に 移 動 す る 方 向 に 操 作 部 ６ を 回 転 さ せ
続 け る こ と に よ り 、 振 動 子 部 ２ と 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ を 筐 体 ６ ６ か ら 取 り 外 す こ と が で
き る 。 更 に 、 振 動 子 側 接 続 部 材 ６ ５ は 振 動 子 部 ２ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ る の で 、 振 動 子 部
２ を 把 持 し て 行 う 通 常 の 使 用 形 態 に 用 い る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の よ う に 取 り 外 し 可 能
な 構 成 と す る こ と に よ り 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の ク リ ー ニ ン グ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 以 上 に 説 明 し た 構 成 は 、 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ を 実 施 す る と き の 一 構 成 例 に 過 ぎ
な い も の で あ り 、 本 発 明 の 要 旨 の 範 囲 内 に お け る 各 種 の 変 形 を 施 す こ と が で き る 。 例 え ば
、 上 述 の 各 実 施 形 態 は 、 超 音 波 プ ロ ー ブ の 振 動 子 部 自 体 を 回 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い
る が 、 振 動 子 部 の 筐 体 の 位 置 は 変 更 さ せ ず に 、 そ の 内 部 の 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 回 動 さ せ
る よ う に 構 成 で き る 。 こ の と き 、 当 該 複 数 の 超 音 波 振 動 子 は 、 そ の 配 列 を 維 持 し た 状 態 で
一 体 的 に 回 動 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 外 観 構 成 を 表 す 概 略 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 を 表 す 断 面 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 を 表 す 拡 大 断 面 側 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 の 概 略 構 成 を 表 す 拡 大
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 を 表 す 断 面 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 を 表 す 拡 大 断 面 側 面
図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 を 表 す 断 面 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 内 部 構 成 を 表 す 拡 大 断 面 側 面
図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 実 施 の 形 態 の 振 動 子 部 に お け る 超 音 波 振 動 子 の 配
列 及 び そ の 中 心 位 置 を 表 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の 超 音 波 プ ロ ー ブ の 外 観 構 成 を 表 す 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 手 術 中 に お け る 超 音 波 プ ロ ー ブ の 使 用 形 態 を 表 す 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
１ 　 超 音 波 プ ロ ー ブ
２ 　 振 動 子 部
　 ２ ａ 　 下 面
　 ２ ｂ 　 振 動 子 配 列 部
　 ２ ｃ 　 音 響 レ ン ズ
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　 ２ Ａ 　 筐 体
　 ２ １ 　 凸 部
　 ２ ２ 　 歯 車
３ 　 ケ ー ブ ル
　 ３ １ 　 接 続 導 体
　 ３ ２ 　 コ ネ ク タ 部
４ 　 保 持 部
　 ４ ａ 　 ス キ ャ ン 方 向 情 報
５ 　 回 動 伝 達 機 構 部
　 ５ １ 　 歯 車
　 ５ ２ 　 ジ ョ イ ン ト 部
　 　 ５ ２ ａ 　 操 作 部 側 接 続 部 材
　 　 ５ ２ ｂ 　 歯 車 側 接 続 部 材
　 　 ５ ２ ｃ 　 回 動 機 構 部
６ 　 操 作 部
　 ６ ａ 　 軸 （ 操 作 軸 ）
　 ６ ｂ 　 マ ー ク
Ｏ １ 　 振 動 子 部 の 回 動 軸
Ｏ ２ 　 操 作 部 の 回 動 軸
Ｏ ３ 　 回 動 伝 達 機 構 部 の 歯 車 の 回 動 軸
２ ０ ０ 　 超 音 波 診 断 装 置 本 体
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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解决的问题：提供一种即使在剖腹术的范围或相邻器官的排列受到限制
的情况下也能够在宽范围内获取目标器官的超声图像的超声探头。 解决
方案：振动器部件2，具有多个超声波振动器，当振动器部件2插入受试
者体内并在远处操作时，由检验器保持的保持部件4，以及由检验器旋转
的支架4。 设置有动态操作的操作单元6，将操作单元6的旋转传递至齿
轮51的关节单元52，以及形成在与齿轮51啮合的振动器单元2上的齿轮
22。 当检查者使操作部6绕轴线O2旋转时，齿轮51经由接头部52绕轴线
O3旋转，并且与齿轮51接合的齿轮22绕轴线O1旋转，并且产生振动
器。 零件2旋转。 旋转轴O1与换能器单元2的多个超声波换能器的阵列
面正交。 由此，改变了换能器单元2的超声波扫描的方向。 [选择图]图3
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